






































　 我 々 は t(14;18)(q32;q21) と 同 様 な t(18;22)















p58TFL と命名しました。またどちらの TFL 蛋
白も①リンパ組織に主に発現し，② Rb 蛋白の
リン酸化抑制を介し細胞周期の進行を阻害し，













伝子 Zc3h12a が細胞質に存在し RNase として
IL6mRNA の転写後調節に関与していることが
報告されました。
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法の開発に寄与すると考えられています。私た
ちは TFL に対するモノクローナル抗体を作製
し TFL の発現量を検索するための臨床検査法
として，モノクローナル抗体を用いた TFL 免
疫染色の系を確立しました。現在，臨床研究で
悪性リンパ腫，慢性リンパ性白血病などのリン
パ系悪性腫瘍の標本を用いた免疫染色法による
TFL 発現量の検討を行っています。これによ
り TFL 発現量とリンパ系悪性腫瘍の臨床様態
との関わりを解析し今後の診断の一助にしよう
と考えています。
　最後に，本研究を遂行するにあたり，大阪癌
研究会より助成を賜りましたことを心より感謝
申し上げるとともに，貴研究会のますますのご
発展を祈念申し上げます。
＊神戸大学医学部附属病院
　平成 21 年度一般学術研究助成金交付者
